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寄附研究部門
比較認知発達 (ベネッセコーポレー ション)研
究部門
佐藤弥 (寄附研究部門准教授),高島友子 (技術補佐
負),伊藤康世 (教務補佐員)
<研究概要>
A)表情コミュニケーションについての実験心理学的研
究
佐藤弥
表情や視線による対人コミュニケーションにおけ
る情報処理過程を,反応記録･ビデオ録画･筋屯図計測
などにより検討した.定型発達者および発達障害者を対
象とした.
B)表情コミュニケーションについての神経科学的研究
佐藤弥
表情や視線による対人コミュニケーション課題を
遂行中の神経活動を,fMRI･深部脳波などを用いて計
測した.
C)チンパンジーとヒトの比較認知発達研究
林美里
物の操作や道具使用を認知発達の指標として用い
て,チンパンジーとヒトを直接比較する研究をおこなっ
た.積木やカップを用いた非言語性の検査課越を対面場
面で実施し,操作の過程を分析して,両種の直接比較を
おこなった.ヒトの研究は竹下秀子 (滋賀県立大学)氏
との共同研究である.
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